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調査票は， 11月 15日に各対象者 1500人に対して一斉に発送した。返信
は12月20日を投函の期限とした。住所不定で戻ったものが 19通あった。
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2.2 回答者







































中学校 高等 専修学校/ 短大/ 大学 大学院 大学 大学院 その他 N.A. 合計




% % % % % % % 
(実%数)(実数) (実数) 慎重め (実数) (実数) (実数) (実数) (実数} (実数)'
11.9 34.4 7.8 8.8 4.1 。 28.6 1.0 2.0 1.4 100 
(35) (101) (23) (26) (12) (0) (84) (3) (6) (4) (294) 
表4 職 業
家族従業者・自営業 勤め人(常勤等) 勤め人(癒跨等)
農林業|商工・サー|自由業|会社員・ 役員 その他 パートタィ|その他
被雇用者 管理職 マーなど
など
% (実劃 1%(実数)% (実数)I % (実数) I % (実数) 1%(実数) %(実数) % (実数)
凶 (3)I 8.8 (26) I 2.4 (叶 22.8(67) 9.9 (29) 5.8 (17) 9.5 (28) I 0.3 (1) 
の 他 N.A. i合計
学 生 I1事業主婦|年金生活者|失業中|その他
% (実数) %(実数) %(実数) %(実数)









かくなりすぎるため，年齢については， 130歳代までj と 140歳代以上Jの
2種類に分けて分析を試みた。また，学歴については， 1大卒以上j と「大
(30) 
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表5 司法への市民参加に関する意見
そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない は思わない 言えない 患う
% (実数) % (実数) %(実数) % (実数) % (実数) %(実数)
①日本人は感情に流され
やすいから公正な判断 19 (55) 20 (58) 25 ( 72) 28 ( 80) 8 (22) 100 (287) 
ができない
②日本人は議論が苦手だ
から，裁判員になるの 20 (56) 24 (69) 24 ( 68) 25 ( 71) 8 (22) 100 (286) 
には不向きである
③裁判員制度により，日
本人は司法に関心を持 3 (10) 11 (32) 15 ( 44) 39 (112) 31 (90) 100 (288) 
つようになる
④裁判員制度は市民社会
の発展のためには必要 7 (21) 9 (26) 37 (106) 26 ( 76) 20 (59) 100 (288) 
な制度である
⑤裁判員制度に賛成であ 10 (28) 10 (30) 30 ( 86) 24 ( 70) 25 (72) 100 (286) る
⑥裁判員制度の導入によ
















そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合:計一
民 T 、r 
ない Iま思わない 言えない 思う
% (実数) %(実数) %(実数) % (実数) %(実数} %守(実数)
①裁判員として積極的に 24 (67) 18 (51) 19 (55) 24 (67) 15 (43) 100 (283) 参加したい
②裁判員になることには 27 (75) 24 (68) 28 (79) 13 (38) 8 (22) 100 (282) 自信がある
③裁判員になることは国





























(1 80 名)は，意欲があるとする回答が 33~も (59 名)であった (N= 279)。また，
大学卒以上の人で自信があるとする回答が 38%，それ以外の人は 12%(グラ
フ I参照)， さらに大学卒以上の人 (98名)で義務だと考えている人は 41% (40 





















カ30 そこで性差について検討したところ， 男性では， 自信がないと答えた割
合は 40%，自信があると答えた割合は 31%であるが， 女性では， 自信がな



































査結果と比較すると， 高い辞退率とみなすことができる (Zander& Henderson， 
1993 : 204-205)。この調査によれば， 85%が「陪審の義務を免れたいとは思
わないJと回答し，陪審の義務から逃れようとしたのは 9%のみであった。
また， その理由は仕事が 50%，休暇が 24%，自営業が 12%，家族へのサー
ピスが 12%，学校が 2%，その他 11% (陪審をしたくない，交通手段の問題など)
(36) 
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辞退する |たぶん辞退する
%(実数) I % (実数)

















































































そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない は思わない 言えない 思う
% (実数) %(実数) %(実数) %(実数) % (実数) % (実数)
①法律の専門家としての
裁判官の意見を大切に 6 (16) 9 (26) 19 (54) 36 ( 99) 30 ( 82) 100 (277) 
すること
②その他の裁判員の意見 7 (18) 10 (26) 29 (78) 35 ( 94) 20 ( 55) 100 (27l) を大切にすること




















3回が 32%と最も多く，次に 1固と 2回が，それぞれ 16%と多かった。 4
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2 4 6 10 そ わ
日 の 由、3 5 10 を b 









1~2， 2~3 (4)， 2カ月に 1回， 7~40，月 1 (8)，月 2(4)，月 3，月 4(2)， 
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表9 守秘義務に関する意見
そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない は思わない 言えない 思う
%(実数) %(実数) %(実数) %(実数) %(実数) %(実数)
①評議で発言しにくくな 38 (107) 31 (88) 15 ( 43) 9 (26) 7 ( 19) 100 (283) る
②責任感がでて， しっか
り責任を果たすことが 7 ( 19) 9 (25) 23 ( 64) 33 (93) 29 ( 82) 100 (283) 
できる
③誰にどの程度まで話し
ていけないのか明確に 12 ( 34) 11 (31) 5 ( 13) 23 (66) 49 (141) 100 (285) 
してほしい
④裁判員としての参加意 14 ( 39) 16 (46) 38 (108) 18 (50) 14 ( 38) 100 (281) 欲が高まる











































3. 7 評 議
裁判員制度は，裁判官と裁判員が協働して審議し，結論を導〈制度であ








その結果， 「自分の意見j を重視する割合が 45~もと高かった。「その他の
裁判員の意見」 を尊重するという割合は低かった。
( 44) 
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表 10 最終的に重視する意見
自分の意見|裁判官の意見|その他の裁判員の 少数の意見 わからない 合計
意見
% (実数) I % (実数) %(実数) % (実数) % (実数) % (実数)
46 (凶| 29 (制| 8 (22) 4 (11) 14 (40) 100 (287) 
表 11 評議に関する考え方
そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない は思わない 言えない 思う
%(実数) % (実数) %(実数) % (実数) %(実数) % (実数)
①裁判官の発言に影響 7 (20) 18 (51) 17 ( 48) 39 (112) 19 (53) 100 (284) されそうである
②十分に発言できそう 12 (35) 27 (75) 36 (102) 16 ( 45) 9 (24) 100 (281) である
③裁判官よりも裁判員



























る」 という項目については， 肯定的な割合が男性57%(135名のうち 77名)，
女性59%(149名のうち 88名)，否定的な割合が男性27%(37名)，女性23%












































そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない は恩わない 言えない 思う
% (実数) % (実数) %(実数) % (実数) % (実数) % (実数)
①仕事や家事，勉強で忙 10 ( 28) 15 (41) 8 (23) 33 ( 94) 34 (95) 100 (281) しい
②裁判所に行くだけで面
17 ( 46) 22 (61) 15 (42) 27 ( 75) 19 (54) 100 (278) 倒である
③健康上の理由 39 (110) 18 (52) 18 (50) 13 ( 38) 11 (32) 100 (282) 
④裁判のことがよくわか 10 ( 29) 10 (28) 11 (32) 37 (103) 32 (90) 100 (282) らない
⑤刑事事件には関わりた 13 ( 38) 17 (48) 22 (63) 22 ( 63) 25 (71) 100 (283) 〈ない























































































































そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない Iま恵、わない 言えない 思う
% (実数) %(実数) %(実数) %(実数) % (実数) % (実数)
①司法制度に関心がある 12 ( 35) 22 (61) 24 (69) 29 (83) 12 (34) 100 (282) 
②刑事事件を裁くことに
27 ( 75) 29 (81) 26 (73) 15 (42) 4 (11) 100 (282) 興味がある
③人を裁くのは責任ある 11 ( 31) 13 (36) 26 (73) 28 (79) 23 (64) 100 (283) 仕事だから
④社会経験として一度 23 ( 64) 20 (58) 19 (55) 27 (76) 1 (31) 100 (284) やってみたい
⑤裁判官と同じことをで 39 (112) 32 (90) 19 (55) 6 (16) 4 (12) 100 (285) きるから



























































































そうは思わ あまりそう どちらとも ややそう そう思う 合計
ない は思わない 言えない 思う
% (実数) % (実数) % (実数) % (実数) %(実数) % (実数)
①職場の理解 22 (60) 14 (37) 16 (45) 17 (46) 31 ( 85) 100 (273) 
②職場の休限 19 (51) 14 (37) 13 (35) 20 (55) 35 ( 95) 100 (273) 
③裁判所の雰囲気 16 (44) 16 (44) 29 (81) 25 (70) 14 ( 39) 100 (278) 
④裁判員の日当 30 (85) 21 (58) 31 (87) 9 (25) 9 ( 24) 100 (279) 
(8000円)
⑤法律知識の欠如 6 (16) 8 (22) 10 (30) 28 (81) 48 (137) 100 (286) 
⑥裁判員となる自
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る。「そう思う j と断定した人だけでも， 48%という極めて高い値であっ
Tこ。
第2に， r職場の理解J，r職場の休暇J，r自分の資質jについて， rそう思
うJと断定した人も，実に 3分の l強いた。 2005年の内閣府調査では，サラ
( 60) 
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